
▶ 新規事業参入への検討

■累計損失の解消、健全な財務体質づくりに向けて

▶ DDS・増資の実施
■資⾦繰りの安定化に向けた施策

▶ DESの実施
■債務超過の解消に向けた取組み
▶ 安定した経営利益の確保

■駅・⾞内等の清掃業務
■各設備の保守整備作業
■広告業務等

■施設の営繕業務の内製化
■⼿荷物預かりサービスの⽴ち上げ

▶ ３両化
▶ ホーム・校内放送の多言語化
▶ トイレの洋式化

▶ 全国共通ICカードの導入
▶ ホームドア改修及び
  固定スロープの設置

▶ 階層別教育の強化

▶ サービス向上のための教育の充実

▶ ⼈事評価制度の導入

▶ OJTの実施

▶ ジョブローテーションの実施

▶ 他社等との交流

具体的な取組

輸送⼒増強として3両編成にすることで、混雑の緩和を図る

【現状】
・地元利⽤客の定着
海外を中心とした観光客の増加
ピーク時間帯の⾞内混雑・乗り残
し

【今後】

・那覇空港第⼆滑⾛路供⽤開始

・沿線開発による乗客数増加

▶ 安全体制の強化

▶ 運⾏管理の強化

▶ 施設の安全対策

▶ ⾞両の安全対策

▶ BCPの策定

▶ ⾞両からの脱出シューター検討

▶ ⾞両前⾯貫通扉構造の変更

▶ ⾞両SIV ２重化

ｖ
新中⻑期経営計画の位置づけ

3両化

収支表（2020年度ー2024年度）

設備投資計画（2020年度ー2040年度）

アクションプラン（2020年度ー2024年度）

財務基盤の強化
2020/2末にDESを実施し、債務超過を解消いたしました。

経営理念

BCPの策定
大規模災害等において

も、お客さまと社員の

安全を確保し、列⾞の

運⾏業務を出来る限り

継続もしくは早期に復

旧するために、BCPを

策定します。

交通系ICカードのサービス開始

2両（定員）164名 3両（定員）265名

更なる混雑の増加が⾒込まれる

使 命 ⼈と街を結び、⼈と⼈を結び、⼈に優しい県内唯一の軌道系公共交通としての使命を果たす。

安全性向上の取組み強化1

魅⼒あるサービスの提供2

⼈材の育成と組織の強化3

新規事業4

財務基盤の強化5

10種類の交通系ＩＣカードのいずれ

も利⽤可能となります。

2020/3末⾒込2019/3末時点

2012年度 – 2019年度 2020年度 – 2024年度 2025年度〜

安定的経営への基盤づくり

2nd step 

持続的成⻑へ

3rd step

乗⾞増進

定着を目指す

1st step 
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